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三
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真
宗
教
学
の
現
代
的
解
明

-
親

驚

の

「
三
願
真
仮
論
」
定
立
の
背
景
-

藤

田

恭

爾

親
鷺

の

「
三
願
真
仮
論
」
定
立
の
背
景

と
題

し
た
。
三
願

と
は
、

『
大
経
』
の
第
十
八
願
、
第
十
九
願
、
第
二
十
願
を
示
す

の
で
あ

る

が
、

こ
の
三
願

の
理
解
の
足
跡
を
善
導

・
法
然

・
覚
明

・
弁
長

・
証
空

と
辿

つ
て
見
る
こ
と
に
よ
り
、
親
鶯

の

「
三
願
真
仮
論
」
の
必
然
性
が

窺
い
得

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
論
の
定
立
さ
れ
る
背
景

と
共

に
、
そ

の
範
囲
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら

ば
、
親
鸞

の
著
述
の
中
に
、
「
廃
立
」
の
立
場

と

「権
用
」
の
立
場

の

二
者
が
存

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
全
く
立
場

の
異
な

つ
た
も
の
で
あ

り
、
同

一
次
元
で
こ
れ
を
言
う
な
ら
ば
、
全
く
矛
盾
し
た
も
の
と
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
こ
こ
で
、
両
者
の
立
場
の
異
質
性
に
眼
を
向
け
る
べ
き

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

-
以
下
、
善
導
、

法
然
、
覚
明
、
弁
長
、
証
空
の
第
十
九
願
観

・
第
二

十
願
観
を
窺

つ
て
み
た
く
思
う
。
又
、
第
十
八
願
に
つ
い
て
は

「念
仏

往
生
の
願
」
と
し
て
、
全
者
に
共
通
で
あ
り
、
そ
の
念
仏
の
意
は
多
少

の
差
異
は
存
す
る
が
、
今
は
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

先
ず
、
善
導
の
第
十
九
願
観
は
、
汽
観
念
法
門
』
(真
聖
全
(
1
)
六
三
六
頁
)

に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解
釈
に
よ
る
と
、
(
1
)
臨
終
来
迎
の
証
明
、
(
2
)

修
諸
功
徳
の
人
の
臨
終
来
迎
、
(
3
)
念
仏
往
生
す

る
機
類
の
機
根
不
同
の

三
点
に
要
約
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
「
臨
終
来
迎
」
を
示
す
願

と

し
て
見
倣
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ

の
来
迎
に
あ
ず
か
る
因

法
が
諸
行
に
も
念
仏
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
看
取
し
得
る
。
次

に
、
第
二
十
願
観
は
同
じ
く

『
観
念
法
門
』
(真
聖
全
(
1
)
六
三
六
頁
-
六

三
七
頁
)
に
示
さ
れ
て
い
る
。
然
し
な
が
ら
、
そ
こ
の
第
二
十
願
引
用

文
に

「
願
文
」
の

「
植
諸
徳
本
」
の
語
が
省
略

さ
れ

て
引
か
れ

て
あ

る
。
又
そ
の
省
略
の
意
図
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

つ
て
、
後
世

種

々
に
論
ぜ
ら
れ
る
因
由
と
も
な
る
の
で
あ
る
が
、
善
導
の
第
二
十
願

観
は
第
十
九
願
観
よ
り
以
上
に
不
明
瞭
で
あ
る
と
云
い
得
る
。
又

「
諸

行
定
散
」
を
往
生
の
因
法
と
見
倣
す
文
は
、
『
玄
義
分
』
『序
分
義
』
『定

善
義
』
『
散
善
義
』
『
般
舟
讃
』
に
も
散
見
し
得
、
五
正
行
中
に
助
正
を

分
別
し
、
称
名
の
み
を

「
順
彼
仏
願
故
」
と
し
た
説
相
に
反
す
る
も
の
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と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
以
上
の
如
く
、
善
導

の
第
十
九
願
観
は

「臨
終
来
迎
願
」
、
第
二
十
願
観
は

「
諸
行
本
願
」
と
の
把
握

で
あ
る

と

一
応
定
義
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
法
然
の
第
十
九
願
観

は

汽
三
部
経
釈
』
(真
聖
全
(
4
)
五
五
四
頁

-
五
五
五
頁
)
、
汽
七
箇
条
起
請
文
』
(真
聖
全
(
4
)
六
〇
四
頁
-
六
〇
五
頁
)
等

に
よ
る
と
、
第
十
八
願
の

「
念
仏
の
利
益
」
と
し
て

「
臨
終
来
迎
」
を

示
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
又
第
二
十
願

観
は

汽
大
経
釈
』
(真

聖
全
二
七
五
頁
)
に

「繋
念
願
」
と
し
て
の
み
示
さ
れ
て
、
そ
の
意
に
は

言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
即
ち
第
十
九
願
文

「
設
我
得
仏
、
十
方
衆
生
、

発
菩
提
心
、
修
諸
功
徳
、
至
心
発
願
、
欲
生
我
国
。
臨
寿
終
時
、
仮
令

不
与
大
衆
囲
続
現
其
人
前
者
、
不
取
正
覚
」
の
修
諸
功
徳
を
如
何
に
解

す
る
か

の
指
示
が
な
い
し
、
第
二
十
願
文

「
設
我
得
仏
、
十
方
衆
生
、

聞
我
名
号
、
係
念
我
国
植
諸
徳
本
、
至

心
廻
向
欲

生
我
国
、
不
果
遂

者
、

不
取
正
覚
」
を

「繋
念
願
」
と
す

る
の
み
で
あ
る
。
以
上

の
如

く
、
法
然

の
第
十
九
願
観
、
第
二
十
願
観
は
明
確
な
る
説
示
が
な
い
。

故
に

「
諸
行
往
生
」
を
是
認
す
る
の
か
否
認
す
る
の
か
、
「念
仏
往
生
」

の
み
を
認
め
る
の
か
の
法
然
の
滅
後
の
論
課
を
生
む
こ
と
に
至
る
の
で

あ
る
。
特

に
高
弁
の

汽
推
邪
輪
』
の
批
判
に
よ

つ
て
、
浄
土
教
学
は
そ

の
対
論
に
終
始
し
た
と
言
い
得
る
。
(汽親
鸞
教
学
の
基
礎
的
研
究
』
石
田

充
之
著

「
選
択
集
に
対
す
る
擢
邪
輪
の
批
判
精
神
」)
そ

こ
で
、
浄
土
教
学

(法
然
門
下
)
に
於
い
て
の

「諸
行
」

の
扱
い
に
つ
い
て
の
所
論

が
展

開
さ
れ
る
に
至
つ
た
。

先
ず
、
覚
明

(
一
一
八
二
-
一
二
六
六
)
は
十
九
歳
に
て
、
出
家

し
、

法
然
の
示
寂
ま
で
十
年
間
常
随
し
た
。
法
然
の
示
寂
後
西
山
派
祖
証
空

の
も
と
に
居
た
が
、
義
を
異
に
し
て
住
心

(
一
一
五
八
-
一

二
三
三
)
の

も
と
に
参
じ
、
「諸
行
本
願
義
」
を
提
す
る
に
至

つ
た
。
覚
明
は

『念
仏

本
願
義
』
(浄
全
(
8
)
四
五
〇
頁
-
四
五
八
頁
)
に
、

第
十
九
願
観

は

「来

迎
」
と

「
諸
行
」
(修
諸
功
徳
)
と
を
願
体
と
し
て
い
る
。
又
、
第
二
十

願
観
は
願
文
の

「係
念
我
国
植
諸
徳
本
」
か
ら

「諸
行
往
生
」
を
願
体

と
し
て
い
る
。
し
か
る
に

の
説
は

「対
聖
道
教
」
に
は
妥
当
性
に
富

ん
だ
も
の
で
あ
り
、
願
文
当
面
を
素
直
に
読
ん

で
も
首
肯
し
得
る
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
「諸
行
往
生
」
を
認
め
る
な
ら
ば
、
「専
修
念
修

一

行
往
生
」
を
提
し
た
法
然
の
意
向
が
無
視
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
浄
土

教
の

一
宗
建
立
の
意
が
存
せ
ぬ
こ
と
に
も
な
る
。

次
に
弁
長

の
第
十
九
願
観
は

『
浄
土
宗
要
集
』
(浄
全
(
1
0
)
二

二
九
頁
)

に
よ
る
と

「
来
迎
願
」
と
し
つ
つ
も

「修
諸
功
徳
」
に
つ
い
て
は
、
来

迎
は

「
諸
行
」
に
も
及
ぶ
も
の
で
あ
る
と
し
、

二
祖
の
良
忠

汽
選
択
伝

弘
決
疑
砂
』
(浄
全
(
7
)
二
三
二
頁
)
に
よ
れ
ば
、
「
諸
善
」
に
よ
つ
て
来
迎

を
蒙
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
十
九
願
観
は

「
二
類
各
生
」
義

を
表
し
て
い
る
と
見
徹
し
得
る
。
こ
の
点
、
法
然
が
第
十
九
願
を
第
十

八
願
の
念
仏
の
利
益
と
し
て
説
示
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
後
退
し

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
次
に
第
二
十
願
観

は

『
浄
土
宗
要
集
』
(浄

全
(
1
5
)
三

二
九
頁
)
に
よ
る
と
、
「係
念
定
生
」
を

願
体

と
し
て
、
「
唯
願

(係
念
)
無
行
」
の
難
に
対
し
て
、
鈎
り
針
に
か
か

つ
た
魚
の
諭
を
出
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三
四
四

し
て
い

つ
か
は
鈎
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
と

「順
後
往
生
」
を
誓
う
も
の

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
説
に
も
未
だ

「
諸
行
」
の
明
白
な

る
位
置
付
け
ば
為
さ
れ
て
い
な
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
証
空
の
第
十
九
願
観
は

『
四
十
八
願
要
釈
砂
』
(西
全
(
2
)
三
〇
一

頁
)
に
よ
る
と
、
「
諸
善
」
と

「来
迎
」
を
願
体
と
し
、
「
来
迎
」
に
平

生
来
迎
と
臨
終
来
迎
の
二
種
を
建
て
、
「
即
便
往
生
」
の
来

迎
は

「仏

体
即
行
」

の
来
迎
で
、
「
当
得
往
生
」
の
来
迎
は
臨
終
の
時

に
平

生
証

得
の
法
体

が
顕
現
す
る
と
見
做
し
て
い
る
。
又

「諸
善
」
に
つ
い
て
は

(西
全
(
2
)
三
三
五
頁
)
、
九
品
に
分
配
し
て
、
上
品
上
生
-
中

品
中
生
を

修
諸
功
徳
、
中
品
下
生
を
至
心
発
願
、
下
品
上
生
-
下
晶
下
生
を
至
心

信
楽
に
当

て
、
第
十
九
願
を
真
実
の
誓
願
と
し
三
願
を
九
品
に
分
ち
、

万
機
は
斉

し
く
念
仏
往
生
す
る
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
念

仏
の
機
類

の
差
別
を
示
す
定
散
と
し
た
の
み
で
は
、
「
諸
行
」
を
因
行

と
し
て
如
何
に
見
故
す
か
と
い
う
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
第
二
十
願
観
を
窺
う
こ
と
に
す
る
と
、
『
観
念
要
義
釈
観
門

義
砂
』

(西
全
(
4
)
四
五
頁
)
に
は

「
諸
行
」
を

「念
仏
」
に
開
会
し
て
、
第
十
九

願
の

「修

諸
功
徳
」
も
第
二
十
願

の

「植
諸
徳
本
」
も
、
第
十
八
願

の

念
仏
往
生

の
業
成
後
に
は

「自
成
仏
果
」
の
業
因
と
な
る
と
示
す
。

又
、
第
十

七

・
十
八

・
十
九
の
三
願

の

「果
遂
」
を
誓
う
願
で
あ
る
と

す
る
。
第
二
十
願

の
把
え
方
も
存
す
る
。
(明
秀
『
四
十
八
願
砂
』
西
全
別
(
2
)

一
七
九
頁
)
(『
四
十
八
願
要
釈
砂
』
を
証
空
撰
と
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
。)

是
の
如
く
、
諸
論
を
窺
う
と
、
「
諸
行
」
即
ち
対
聖
道
教
に
対
し
て
、

如
何
な
る
立
場
を
を
取
ら
ん
と
す
る
か
が
、
三
願
論
と
し
て
定
立
さ
れ

て
い
る
。
背
景
に
あ
る
そ
こ
で
親
鸞
は

『教
行
信
証
』
『
愚
禿
砂
』
『
三

経
往
生
文
類
』
に
於

て
右
図
の
如
き
所
論
を
展
開
す
る
に
至

つ
た
。

〇
第
十
八
願
-
(
他
力
)
念
仏
往
生
願
-
弘
願
-
真
実
-
真

〇
第
十
九
願
-
(
自
力
)
諸
行
往
生
願
-
要
門
-
方
便

〇
第
二
十
願
-
(
自
力
)
念
仏
往
生
願
-
真
門
-
方
便

仮

こ
の
よ
う
に
、
三
願
を
各

々

「生
因
願
」
と
し
て
配
当
し
、
真
仮
の

別
を
分
ち
、
所
謂

「
六
三
法
門
」
の
開
示
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ

に
於
て
、
親
鸞
は

「
諸
行
」
と

「念
仏
」
の
明
白
な
る
別
を
分
ち
、
又

他
力
中
の
自
力
と
云
わ
れ
る

「真
門
」
を
提
し
て
、
先
述
の
各
師
と
は

異
な
つ
た
範
躊
を
設
け
て
、
浄
土
門
を
も
細
分
化
す
る
に
至

つ
て
い

る
。
こ
の
親
鸞
の
所
論
は
先
述
の
各
師
と
同
じ
く

「
擢
邪
輪
」
に
対
す

る
師
法
然
の

「念
仏

一
宗
独
立
」
の
意
図
を
強
調
す
る
こ
と
に
あ
る
と

規
定
し
得
よ
う
。

こ
の
所
論
は
そ
の
意
味
に
於
て
仏
教
界
の
中
の
専
門

的
論
諦
を
焦
点
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
地
平
に
於
て
、
十
九
二
十
を
方
便
願
、
十
八
を

弘
願
と
す
る
規
定
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
時
、
他
の
規
定
、
即

ち

『
浄
土
和
護
』
(大
経
讃
真
聖
全
(
2
)
四
九
三
頁
)
6
6
に

定
散
自
力
の
称
名
は

果
遂
の
ち
か
ひ
に
帰
し
て
こ
そ

お
し
へ
ざ
れ
ど
も
自
然
に

真
如
の
門
に
転
入
す
る

と
あ
る
も
の
、
即
ち

「
果
遂
の
ち
か
ひ
」
(第
二
十
願
)
に
帰
す
れ
ば
、

「自
然
に
」
「真
如
の
門
」
(第
十
八
願
)
に
転
入
す
る
と
の
意

を
窺
う

-868-



な
ら
ば
、

第
二
十
願
に
先
ず
触
れ
る
こ
と
の
重
大
さ
を
示
す
も
の
で
あ

り
こ
の
説
示
と
の
関
係
を
見

た
い
と
思
う
。
『
本
典
』
化
巻

(真
聖
全

(2)
一
六
六
頁
)
の

「果
遂
之
誓
良

一一
由

へ
有
ル
哉
」
は
、
大
経
の
願
文
当

面
で
は
第
二
十
願
の
果
遂
を
誓
う
も
の
で
あ
る
が
、
親
鸞
は
第
十
八
願

へ
の
転

入
を
果
遂
す
る
と
し
て

「
三
願
転

入
」
の
箇
所

で
述

べ
て
い

る
。こ
の
よ
う
に
見
る
と
第
二
十
願
の
取
り
扱
い
が
問
題
と
な
る
が
、
こ

れ
に
関

し
て
、
古
来
宗
学
で
は
親
鸞
の
実
際
の
体
験
か
否
か
に
よ
つ
て

石
泉
学
派

と
空
華
学
派
の
所
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
三
願

転
入
」
の
必
然
性
に
も
や
は
り
、
所
論
を
異
に
す
る
。
し
か
し
今
曰
的
問

題
と
し
て
、
「
三
願
転
入
」
を

「信
心
の
具
体
相
」
と
し
て
如
何
に
把
握

す
る
か
で
諸
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
が
、

こ
の
諸
説

に
対
し
て
、
「
三
願
真
仮
論
」
を
盾
に
し
て
反
駁
す

る

こ
と

は
当
を
得
た
反
論
を
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
先
述
の
如
く
、
「
三
願

真

仮
論
」

は
仏
教
界
の
中
に
於
い
て
の
専
門
的
論
謹
で
あ
り
、
対
聖
道
門

に
対
す

る
浄
土
門
の

一
宗
建
立
の
論
理
的
構
築
と
云
い
得
る
。

こ
の
立

場
と
、
信
心
の
具
体
相
、
即
ち

一
個
人
の
宗
教
の
歴
程
と
は
自
ず
と
立

場
を
異

に
す
る
も
の
で
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
立
場
の
差
異
を

認
識
し
た
上
で
、
改
め
て
、
信
心
の
具
体
相
の
上

で
、
「
三
願

論
」
を

農
開
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
わ
れ
る
。
最
初
に
述
べ
た
如
く
、
「
廃
立
」

と

「
権
用
」
(暫
用
還
廃
)
と
は
正
反
対
の
概
念
で
あ
る
。
「廃
立
」
の

判
断
は
正
邪
を
分
ち
、
正
を
取
り
邪
を
排
す
る
も
の
で
二
者
択

一
の
厳

し
い
態
度
を
迫
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
立
場
は

「
純
粋
性
」
を
堅

持
す
る
が
故
に

「排
他
性
」
が
強
く
、
往

々
に
し
て

「
現
実
遊
離
」
に

陥
る
。
他
方

「権
用
」
の
判
断
は
、
「融
通
性
」
に
優

れ
、
好
戦

的

で

は
な
く
妥
協
性
に
た
け
て
い
る
。
し
か
し
現
実

に
密
着
す
る
が
故

に

「
純
粋
性
」
に
は
劣
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

こ
の
両
者
の
判
断
を
如
何
に

駆
使
す
る
か
に
よ
つ
て
、
「
宗
教
の
在
り
方
」
に
も
大
変
な
変
化

の
起

る
こ
と
と
な
る
。
古
来

「安
心
は
廃
立
」
と
云

わ
れ
て
来
た
。

し
か

し
、
そ
の
厳
し
い
判
断
を
持
続
し
得
た
で
あ
ろ
う
か
。

宗
教
の

「寛
容
性
」
と

「
排
他
性
」
を
見
る
時
に
親
鸞

一
個
人
の
上

に
そ
れ
が
凝
縮
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
把
え
方
を
、
青
壮

年
期
の
純
粋
性
か
ら
、
老
年
期

・
円
熟
期
の
寛
谷
性

へ
の
移
行
を
見
る

か
。
或
い
は

「求
心
的
方
向
」
と

「遠
心
的
方
向
」
と
に
分
ち
、
前
者

が
純
粋
性
、
後
者
が
寛
容
性
と
み
る

(『
思
想
』
八
月
号

「親
鸞
に
お
け
る

「方
便
化
身
土
」
に
つ
い
て
」
阿
満
利
麿
)
か
。
純
粋
性
を
追
究
し
た
後
に

寛
容
性
が
自
か
ら
開
示
さ
れ
、
両
者
は
同

一
次
元
で
は
な
く
、

一
度
否

定
を
通
過
し
た
上
で
の
再
肯
定
を
指
示
す
る
も

の
な
の
か
。
種

々
に
考

え
得
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
判
断
を
明
確
に
し
た
上
で
、
廃
立
と
方
便
と

の

「
け
じ
め
」
も

つ
き
独
自
の
宗
教
性
が
具
体
的
に
顕
示
さ
れ
得
る
と

思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
教
義
学
か
ら
教
学

へ
の
新

し
い
開
け
の
糸
口
が
展

開
さ
れ
得
る
と
見
做
し
得
る
。

(尚
、
参
考
文
献
詳
論
は
次
号
の
『
宗
学
院
論
集
』
第
四
五
号
に
掲
載
の
予

定
で
あ
る
。)

真
宗
教
学

の
現
代
的
解
明

(
藤

田
)
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